























































































































































































































































































































































































成果についての英文報告を掲載した（５－２－１０The Grove Neighbourhood Centre）。ロン
ドンの調査対象地域の人々が本コンテンツにアクセスすることで、調査でえた知見を現地の人々
と共有し、Ｗｅｂをとおした交信が可能となるのでなないかと試みた。調査報告では、文字情報
や静止画だけでなく、インタビューの音声の一部もとりいれた。デジタルコンテンツだからこそ
できる、発信のかたちを探った。
４今後の課題
今後の課題としては、なおテキスト中心の記載となっており、デジタルコンテンツの利点を活
かしきれていないことである。さらなるマルチメディア化とリンクの充実をはかる必要がある。
また、関係科目の掲示板機能もさらなる利用が可能である。各科目の講義内容のフォローアップ、
課題のレポート等へのコメント、その他の質問事項の共有など、さまざまな活用が考えられるが、
現時点での利用は限定的である。人的資源、予算等の問題はあるが、教職員、ティーチング・ア
シスタント、情報教育センター間の協力体制のもとで、コンテンツを活用しながら必要に応じて
今後も随時に更新、展開してゆきたいと考えている。
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